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Collectin Family 

 

 はじめに 

 コレクチンは植物レクチンに対応する動物レクチンとして 1980 年に京都大学の川

嵜らによって初めて報告された１）。その後 1989 年イギリスにおいて、幼児における

易感染性がこのタンパク質の欠損と関係があることが発表され２）、細菌やウイルスな

どの微生物に対する先天性免疫の一因子として認識されるに至った。 

 

 コレクチンの構造 

 コレクチンという名称は、内部にCa2+要求性の糖認識領域とコラーゲン様構造を持

つことに由来し３）、ファミリーには主に血中に存在するマンノース結合レクチン

（MBL）１）、肺サーファクタントに存在する肺サーファクタント蛋白A（SP-A）４）

や肺サーファクタント蛋白D（SP-D）５）があり、またSP-Dの関連遺伝子でウシのみに

存在するコングルチニン６）やCL-43７）、さらに近年我々が見出した新規コレクチン

CL-L1 ( collectin liver 1 ) ８）、CL-K1 ( collectin kidney 1 )（投稿準備中）、CL-P1 ( collectin 

placenta 1 ) ９）などがある（図１）。これらコレクチンは基本的にはN末端側から高シ

ステイン領域、コラーゲン様領域、ネック領域、糖認識領域の４つのドメインから構

成されている。コレクチンは生合成過程でネック領域の疎水性アミノ酸と隣接するコ

ラーゲン領域においてヘリックス構造をとり安定な構造単位（３量体のサブユニッ

ト）を形成する１０）。構造単位はさらにジスルフィド結合によりサブユニットが２〜

６量体のオリゴマーを形成する１１）。 

 

 コレクチンの機能 

 コレクチンの生物学的機能として、微生物に対する基礎免疫に関与していることが

示唆されているが、実際どのような機序で生体の防御がなされているか詳細について

は不明な点が多い。これまでコレクチンにはオプソニンとしての役割と凝集活性が示

されている（図２）。つまり細菌などでは直接結合することでオプソニンとして働き、

白血球などの食細胞に取り込まれ排除されたり、多量体構造による多価の結合手を利

用して凝集塊を形成し物理的に排除するらしい。さらに近年、補体のカスケードであ

る古典的経路、第二経路に並行してコレクチンを介して補体系を活性化する経路が発

見され、レクチン経路と命名されている１２）（図３）。糖鎖− レクチン複合体を形成後、

セリンプロテアーゼである MASP( MBL-associated serine protease )による補体系の活

性化が起こること、また本経路がホヤなどの原生動物にも保存されていることが明ら



かになり、コレクチンの先天性免疫における役割が注目されている１３）。 

 

 新規膜型コレクチン CL-P1 の発見 

 我々は近年独自のアプローチで、３種の新規コレクチンCL-L1、CL-K1、CL-P1 を

発見した。特にCL-P1 は他のコレクチンとは構造が異なりII型膜１回貫通型蛋白質で

３量体として存在することが予想される。構造上類似しているスカベンジャー受容体

のSR-AI１４）とはC末端ドメインが糖認識領域で置き換わったものになっており、組織

では主に血管内皮に発現していることが明らかとなっている（図４）。CL-P1 の生物

学的機能としてはスカベンジャー受容体と類似した、酸化LDLやAGE ( advanced 

glycation end products )と結合するばかりでなく、大腸菌、黄色ブドウ球菌、酵母など

の微生物への結合やエンドサイトーシスを認めている。 

 

 まとめ 

 従来コレクチンファミリーは、分泌されて生体を循環することにより外界から侵入

する微生物の排除や運搬に働き、先天性免疫の担い手として考えられてきた。しかし、

新規コレクチン CL-P1 は生体にとっての異物全般を血管内腔で捉え排除したり調節

する、より広義の生体防御機能をもつと推測している（図５）。 
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図１ コレクチン遺伝子の構造とその多量体形成 

 

図２ コレクチンの抗微生物作用 

 

図３ 補体活性化経路 

レクチン経路におけるレクチンとしては MBL および Ficolin ファミリーがある。 

sMAPはsmall MBL associated protein、BおよびDはそれぞれB因子、D因子を意味する。 

 

図４ コレクチンとスカベンジャー受容体の構造 

５ コレクチン機能の模式図 
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